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自分 一 人の 力で はどうに もなら ないやうな こと を、 

やれ どうしなければ ならぬ、 かう しなければ ならぬ と、 

むきになつ ていふの は、 落 付いて 考 へて 見る と、 甚だ 

滑稽で あり、 ある 種の 人から 見れば、 さぞ 片腹痛く 思 

はれる であらう が、 何時の 時代に もまた 何れの 社会に 

も、 かう いふ 「おせっかい」 がゐ て、 頼まれ もせぬ こ 

と を、 頭痛に 病んで ゐる らしい。 

例へば、 社会 改良 (或は 革命) 家と か、 文芸批評 家 

とかい ふ 類の 人間 は、 どっち かとい へば、 この 「おせ 

つかい」 が 多く、 私な ど は、 その 何れに も 属して ゐな 

いつもり でゐ ながら、 た、 V 芝居の こと、 いふと、 何時 



それよりも、 自分の 好きな こと、 自分の 性に 合った 

こと を 愉快に やって ゐて、 それが 「何 かの 役に立つ」 

^ J と をモデ スト マンに， J ひねが ふこと こそ、 仕事ら し 

い 仕事な ので はない か —— とい ふ考へ 方が、 どうやら 

正しい 考へ 方の やうに 思 はれて 来た。 

個人主義への 逆戻り だと 笑 ふ ものが あっても、 私 は、 

せめて、 「天分」 の 問題 だけ は、 個人主義 的 解決に まか 

せたい。 

昨日 新劇 協会の 初日 は、 例によって、 ひっそり とし 

た 初日だった。 



た。 これ を プロレタリアの 健康 性と 見る もよ し、 この 

程度の 社会意識なら 一 向 邪魔に ならぬ。 伊沢、 花柳 両 

君の 演技 は、 正に 一 対の 傑作で あらう。 生 方 君の 神妙 

さと 共に、 充分 推賞に 値する ものである。 

金子 君 は、 よき プロレタリア 作家で ある。 

伊沢、 花柳 両君 もまた、 よき プロレタリア 俳優で あ 

る。 

何と なれば 彼等 は、 た、 V、 単に プロレタリア を 楽し 

ませる だけでなく、 恐らく ブ ウル ジ ュ ァの 男女 を も 等 

しく 感動させる であらう から。 



序に クウ ル トリ ィヌの 『わが 家の 平和』 について 語 

る こと を 許して もら ひたい。 

この 作品の 面白さに ついては 喋々 を 要せぬ。 また、 

これ を 以て 「曾 我廼 家」 劇の 類と なす もの ゝ 鈍感 さ、 

偏狭 さ、 他愛な さは 敢て 問題と する に 足らぬ。 

私が こ、 でい ひたいの は、 かう いふ 脚本 を 演ずる 俳 

優の 苦心に ついて、 V ある。 

私 は 伊志井 君の 演技の 中から、 今日まで 日本の 俳優 

が 嘗て 示し 得なかった 一 つの 「創造」 を 発見した ので 

ある。 この 創造 は、 確かに 日本の 新劇に、 一道の 光明 

を 投げ かけて ゐる。 



き、 八月に 芝の 穂が 出揃 ふ 沓掛の 高原 は、 私 を 待って 

くれて ゐる。 私 は そこで、 「自分の 仕事」 をしょう。 

私 は久々 でマァ テル リンクと ポルト . リシ ュを 読ん 

だ。 マァ テル リンクの 『めくら』 は、 翻訳 をす るつ も 

りで 読んだ の だが、 どうもつ まらない。 こんな 害 はな 

いの だが、 と 思って、 また 読み返して 見た が、 途中で 

どうに もやり きれなくなる。 何時か フランスの 批評家 

で、 マァ テル リンク を こつび どくやつ、 けて ゐる 男が 

ゐ たが、 これ を 見た 時、 生意気な 奴 だ、 これが 解らん 

のか、 と 思って、 自ら 天才 を識リ 得る の 明 を 誇りと し 



たこと があった。 今から 思へば、 その 男、 案外 話せる 

男 かも 解らない。 その 中に、 『タンタ ヂルの 死』 か 何 か 

を 読み直して 見よう。 マァ テル リンクの 『めくら』 が 

つまらな いのに 引き かへ て、 ポルト • リシュ の 『過去』 

は、 やっぱり 面白かった。 台詞の 一 つ/ \ に 引きずら 

れて 行く。 女 主人公 ドミニックの 生活 を 通して、 『め 

くら』 どもが 何 か 解らずに ゐる もの を はっきり 見せて 

くれる。 

マァ テル リンクが、 あれほど 世界的に 騒がれた の は、 

確かに、 一 つの 新しい 傾向 を 示した からで も あり、 フ 

ラマン 人 独特の 神秘 感が、 作品に ュ ニックな 味 を 与へ 



てゐ るからで も あるが、 これよりも 第一に、 彼の 用語 

が 平易で ぁリ、 未熟な フランス語の 知識 を 以てさへ、 

充分に 読み こなし 得る 便宜が あるから であると 思 ふ。 

さう いふ 例 は 外に も ある。 ワイルドの サ ロメの 如き は 

その 最も 甚だしい もので あらう。 

これに 反して、 ポルト. リシ ュの やうな 作家 は、 そ 

の 作品が 最も 洗練され た 口語体で 書かれて あり、 最も 

ニュアンスに 富む 俗語の 詩的 表現で ある 所から、 特殊 

な 生活の 色調 を 外にして、 その 芸術の 妙味 を 捕へ る こ 

と は 困難で ある。 この 意味で、 非常に、 世評の 上で 損 

をして ゐる とい つて 差 支ない。 



勿論、 私 とても、 ポルト • リシ ュが、 所謂 「偉大な 

作家」 として 凡ゆる 条件 を 具備して ゐ ると は 思 はぬ。 

その 点から いへば、 なるほど、 マァ テル リンクが 有つ 

てゐる 「ある もの」 さへ 欠けて ゐる であらう。 しかし 

ながら、 日本に、 日本の 文壇に、 あれほど マァテ ルリ 

ンクの 名が 宣伝され たのに 反して、 ポルト. リシ ュの 

芸術が 時代 を 同じく して、 而も、 その 片鱗 すら 紹介 さ 

れ ずに ゐ たこと は、 今更ながら 残念 至極で ある。 —— - 

それにしても、 ブ リュウ は 果報者 だ。 彼 もまた 小学生 

の やうな フランス語 を 書いて、 不勉強な 外国人に 取り 

入った。 一世の 皮肉 屋バ アナ アド. ショウ も、 ブリュ 
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